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市役所３階大会議室 

事前申し込み等不要 

その日来た人は 

          みんな 仲間！ 
------------------------------ 
毎年恒例 

第4回市民交流会 
「きらめき亀山21」 
2004年2月22日（日） 
     開催決定！  

メインテーマは 

「みんなで築こ

う輝く亀山」 
 

電子版文芸のページ

「温故知新」 
昔を知って創ろう未来！ 

原稿募集中！ 
あなたの想いをイン

ターネットで！ 

詳細は 

ホームページで 

ぽっかぽかの会座談会｢障害児学級ってどんなところ？｣ 
11月29日 (土)あいあいで中部中学校 稲葉先生、川崎小学校 片岡先生を招き参
加者・新入学保護者3名・在席児含め親の立場5人・その他3名で開催されました。 
今回も来年入学されるお子さんの保護者に来ていただきとても有意義な会になり

ました。両先生は、今、障害児学級では、どの先生も子ども一人ひとりの能力に

あわせ、親とも相談しながら授業など行っているということを話されました。 

その後、来年度入学を控えているお子さんのお母さん、お父さんから障害児学級

を選んだ際の親の苦悩、通学について等、具体的な質問が出され、皆さんがそれ

ぞれの立場で話されました。 

一通り質問が終わったあと、稲葉先生よりH17年から始まる特別支援教育につい
て話があり、話題が集中しました。障害児学級がなくなり、代わりに個々の障害

に合わせて子どもを通級という形で支援する特別支援教室です。今まで普通学級

で勉強していたLD・ADHD・高機能自閉症などの子どもも取り出して個別支援の
形で授業を行なえるよう取り組む制度で

す。参加されたお母さんからは「障害児学

級は普通学級で頑張っている子どもの息抜

きの場だったので、なくなると困る」とい

う意見が出ました。先生も「文部科学省の

趣旨はよくわかるが、今の障害児学級に加

え特別支援教室を作ったら一番スムーズに

いくのだが」と言ってみえました。本当に

そう思います。今後もこうした話し合いの

場をたくさんもっていきたいと思います。 

どんどん充実する歴史絵巻！市民文芸サイト「温故知新」 
今年7月から始まった文芸サイトでは昔亀山に住んでいた愛知厚顔さんによる「東
海道の昔話」が好評で既に50編を超えました。初心者にもやさしい内容です。 
●石井兄弟の仇討。今回は石井源蔵、半蔵、三之丞と赤堀水之助を迎え対談。 

●豪商、橋爪市郎兵衛 関宿の富豪、橋爪市郎兵衛は一代で巨万の富を築いた。 
●幕末天狗党の悲劇 天狗党、亀山脱藩の小林平太郎も参加していた。  
●明和五年の農民一揆 全５巻掲載 。 
●関五家と呼ばれる関氏一族が伊勢国北勢で最大の勢力を誇っていた。 

●日本鋳物師頭 大仏の修復をする鋳物師集団の頭梁に、亀山出身の神田五太夫。 
●幕末京都の二人 『この男は伊勢亀山藩の者です。名前は生田周馬と言います。
●島原の乱で亀山藩領河芸郡三日市村の農夫が三人も、一揆に加わっていた。 

●関の小万の謎、絶世の美人、仇討の小万と遊女の小万は別人物か？ 

まだ他にもたくさんあります。 

http://www6.ocn.ne.
jp/~kameyama/
bungei/ 
「きらめき亀山21」 
トップからリンクあり 

あなたもぜひ投稿を！ 



Page 2 毎月21日の全体会では託児ができます。小さいお子様連れでもご参加ください。 

11月21日市民交流の日「子育てについて考えようパート2」から 
 

親の役割と社会の環境について（下記は参加者の発言です。） 
 

・ぽっかぽかの会：自立の目標として親がいなくても子ども達が自分で暮らしていけるグループホーム等を。 

・奥さんが父親を大事にしなくなった。給料が天引きになったことが原因？頼りになる父親がいなくなった。 

・パートナーをたてるよう奥さんにフォローしてほしい。愚痴ばかりこぼさない。 

・同じ教育を受ければ女も賢い。上になる。お父さんみたいになったらだめよでは威厳は落ちる。 

・仏壇神さんがない家が原因では。先祖を大事にしないから現在の問題が出てきた。 

・男性の自殺を考えると重荷の事実がある。もっと気楽に生きる方法が必要。 

・主人が働いてきてくれるから生活できると子どもに教えている。たてるところは、たてている。 

・3世帯住宅ではおじいさんおばあさんが孫を風呂に入れた。核家族になった。世代が切れてしまった。 
・男女が働く時代だから会社も変わらないと。男と女と分ける以前にどちらもいろんな可能性がある。 

・男性のほうがえらく生きないといけないように課されているように思う。 

・お母さんががんばっているときは一時的に悪くても克服できていく場合がある。 

・自分の子育てのときはどんなしつけをするか考えてなかった。今はマニュアルがいるのかなと思う。 

・今子育てを勉強しておくのとそうでないのとは将来差が出そう。子育ての前に勉強するのも必要かな。 

・子育ては終わったが、まだまだできることがありそう。この親に生まれてよかったと思うようになりたい。 

・子どもが小さいときは上手くいっていたがある時点で失敗だと思った。何年経っても結果は出ていないが。 

・他の子どもをしかったら「なにこのくそばばあ」言われた。子どもの家庭環境は大切。 

・女房にまかせたらよかった時代は安心して仕事ができた。今はそうはいかない。 

・夫婦が子どもの前で仲良く、子どもに何でもぶつけていったことが良かった。夫婦分業していても会話が

あった。 

・離婚家庭が増えている。お互いの生き方を認めることが必要。 

・人を尊敬し尊敬される人間関係が必要。 

男の料理教室開催  亀山市食生活改善推進協議会の皆さんの指導で･･･ 
12月13日「あいあい」の栄養指導室に集まったエプロンと三角巾頭の男性たち。男女共同参画推進セミナーの
第2回目としての「チャレンジ！簡単男の料理」です。メニューは「大根葉のまぜご飯」「キノコのスープ」
「白菜と豚肉の重ね煮」「しらたきとにんじんの炒め物」という実用的な料理です。けっこう包丁さばきの慣

れた人も多く1時間ほどで完成、ご指導いただいた食生活改善推進協議会の皆さんも交えて、みんなで美味し
い昼食をいただきました。 

午後からは「本音で語ろう女と男」座談会です。「女と男の感性の違いは生まれつきだ」という説、「そうで

はない」との説などの議論や「男は毎日料理をしてくれる女性に感謝しなくては」との意見、「どちらという

ことでなくその時、都合のいいほうが料理をしたり仕事をするのが望ましい」という意見等々、盛り上がりま

した。 

でも料理って毎日はたいへんだけど自由で創造的で自分の工夫がすぐ結果となるのでおもしろいですよ。 

えーっとレシピは･･･ 老眼はつらい。 

私たちの世代は男子厨房に入らずで･･･ 



Page 3 毎月21日の全体会では託児ができます。小さいお子様連れでもご参加ください。 

準備進む第4回市民交流会「みんなで築こう輝く亀山」 
開催場所  亀山中学校 体育館他   

開催日時 2004年2月22日（日） 午前10時~午後4時  
内容 
10：00～12：00 （市民活動団体等による展示・発表・交流） 
12：00～12：30  昼食（カレー） 
12：30～13：00  委員長挨拶 説明 
13：00～15：00  話し合い 
15：00～16：00  全体会 
午後の「話し合い」は「みんなで築こう輝く亀山」の 

メインテーマだけで部屋を分け討議する。 

次回実行委員会開催日：２００４年１月１５日（木） １９：３０～ 市役所３階大会議室 

亀山大市 ふれあいブース募集中！ 
130年余も続く北勢名物亀山大市主催者の亀山市商業団体連合会では前回に続き広く一般市民の交流を楽しめ
る参加型イベントを企画しました。 

「きらめき亀山２１」から誕生した「地域の活性化を考える会」では市民グループに広く呼びかけ亀山大市へ

参加する皆さんのお手伝いをすることにしました。  
こんなことをやっています！ こんなすてきなものを作りました。売りたいです！ 
そんな皆さんの宣伝や即売のブースで大市を盛り上げませんか！ 

あなたのサークルの参加をお待ちしています。 
 

日時：1月24日（土）～25日（日）2日間 
   両日とも午前10時～午後4時予定（少雨決行） 
場所：亀山市東町商店街 道路上通行止区間内（予定） 

出展料：無料 1日のみの出展も可能です。 
ブース設営や商品の陳列・販売等は各自で行っていただきます。 

問い合わせ先：呼びかけ人「地域の活性化を考える会」（寺山 TEL82-4031) 

 亀山国際交流の会主催 
KIFAMIGO２00４ふれあいひろば 
・ 日時 ２００４年２月１日（日）午後1時~4時 
・ 場所 亀山市青少年研修センター 集会場ほか 
・ 参加費 ３００円／人（中学生以上） 
・ 内容：和太鼓・ソーラン・タイ舞踊・拳法デモ・    
    ゲーム・綱引き大会・ビンゴゲーム 

 ＊ 交流タイム：お菓子・ジュースでパーティ 

前回の大市より 

亀山市まちづくり推進会議 

太岡寺交差点クリーン作戦会議開催 

中学生も参加し熱く論じる 
11月19日夜市役所大会議室に集まった中学生も多数含
む約70人の市民と関係者。何度か市民で一斉清掃をし
ても元の木阿弥の太岡寺交差点。アイデアだけでなく

具体的な対策に結びつけようと意見を述べ合った。 

中学生から：トラックの運転手さんは降りる所がな

いからといって道路にゴミを捨てるのは間違ってい

る。会社から注意するのが必要。こんな会議が必

要。 

汚いから捨てやすい。きれいにしたい。色を塗った

りして明るい交差点にしたら。子どもの頃ごみを捨

てない感覚があった。大人になってごみを捨てる人

にはなりたくない。幼い頃の自分のきれいな町を思

い出してほしい。 

中部中学校で考えたアイデア：ごみを捨てないよう

に訴える絵をかく。リアルタイムでカメラで撮る。

宣伝にもなるからシャープ提供の大型液晶画面で映

す。子どもの声でごみを捨てるなと音声で訴える。

ビラ配り等やっていきたい。監視カメラも必要。

HPで全国にみてもらうのが必要では。 

大人から：いい意見が出ても言いっぱなしではいけな

い。実践できることを持って帰りたい。何かやるには主

体が必要。誰がやるかまで持っていきたい。亀山の太岡

寺が厳しくなったのを運転

手に知らせる。太岡

寺ではゴミを捨てら

れないというように

アイデアだけでなく

何をやるかの段階で

は。 

 

クリーン作戦会議の様子 

１２月１０日 市役所３階にて 

第３回実行委員会のようす 



今後の行事予定 

編集作成：「きらめき亀山２１」広報  

この月刊新聞は毎月21日の交流会に配布され市役所市民活動コーナや各公共施設でも入手できます。 
EMAIL amani@helen.ocn.ne.jp  ホームページ http://www6.ocn.ne.jp/~kameyama/kirameki/ 
亀山市民ネット http://www6.ocn.ne.jp/~kameyama/ 

亀山の自然環境を愛する会 

定例会 
1月７日（水） 

19：00～21：00 

あいあい2F 
小会議室１ 

 

第４回市民交流会運営委員会 １月8日（木） 

19：30～ 

市役所3階 

理事者控室 

次回実行委員会（1月15日）の議題検討 

どなたでも参加可 

地域の活性化を考える会 

定例会 

1月9日（金） 

19:30～ 

市役所3F 

理事者控室 

「亀山大市」ふれあいブース 

についての話し合い。 

「亀山大市」ふれあいブース 

プロジェクト 

1月10日（土） 

13:30～15:00 

市役所3F 

大会議室 

「亀山大市」ふれあいブース 

出展者説明会 

「亀山城さくら祭り」実行委員会 1月10日（土） 

15:30～17:30 

市役所3F 

大会議室 

 

きらめき亀山２１ 企画会議 1月13日(火) 

19:30～ 

市役所3F 

理事者控室 

1月21日のテーマの検討について 

第４回市民交流会実行委員会 １月１5日（木） 

19：30～ 

市役所3F 

大会議室 

2月２２日の当日スケジュールの検討など 

どなたでも参加可 

ぽっかぽかの会 

定例会 

1月16日（金） 

19:00～21:00 

あいあい2F 

小会議室２ 

 

ぽっかぽかの会 

アート教室 

1月18日（日） 

10:00～12:00 

あいあい2F 

ふれあい工作室 

 

子育て支援「かめのこ」 1月20日(火) 

10:00～12:00 

児童センター2F 

会議室 

 

定例市民交流の日 1月21日（水） 

19:30～21:30 

市役所３F 

大会議室 

テーマは、1月上旬「きらめき亀山２１」ホー

ムページでお知らせします 

更に延ばそうネット活用   市民ネットに環境サイトもリンクします。 
昨今では亀山でのインターネット普及は全世帯の約30～40％にもなりました。３年前には数％以下でしたから
驚くべき普及率です。それに伴い｢パソコンのトラブルでせっかくの機能を利用できない｣とか｢活用方法がわ

からない｣という皆さんの声も聞こえてきます。みえIT市
民会議では無料でパソコンの不調、疑問その他の相談に

のっております。（毎月第３水曜10：00～17：00 亀山
市役所市民活動コーナー） http://www.miejin.net/it/ 
 

また市民の視点で環境問題を考えるサイト「マッホ－亀

山」もこの１月よりスタートします。これは総合環境セ

ンターのホームページと連携することでネットのリンク

機能を活かし、それぞれの組織の得意とする分野で発信

する情報があたかもひとつの情報誌として皆さまの役に

立つようにと考えられおります。ぜひ皆さまからの投稿

等での参加を希望します。 


